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kealで管理 したが,排便回数が ll]10回前後と多く,

血清アルブミン低下,体重その他の栄養指標も低下した.

生体電気択抗測定法による上 体蚤減少の主因は除脂肪

体重の減少で脂肪重量の低下は軽度であった,そこで3

Fl271.1しい)fV11再開.eyLlli(-/rr'N訓練中であるが.

高齢であること,自宅が遠隔地で変通事情が惑いことか

ら,HP因 -移行出来るかどうかが問腰である.

33)村上病院に畑 -トる過去20;日Hjの-1･･術症例(こ

ついて

吉田 登弁 (新潟東学第--外科)

昭和工扉T:ll)月付目輔封封T十J､来1)()牛問にT備数;!,:;約1

解析を行いました.県北最先端病院をこて屯手術内容が時

代の流れに沿ってそれ相当に尭変な変化が見られ渡す.

T･術総数｣【鞘う53例てEJl性か55TT札 /f性が･107(うfbLIJ.最

近では高齢者の手術が急激に増加し最高齢者は悪性疾患

で9旦威良性疾患で92歳でした▲またminorsurgeryが

減少しi酎ヒ性潰壕愚が昭和56年をビーークとして激減 して

によるもの上思わJlます.悪性疾患の手術例は増加し特

をこ胃癌,大腸癌の増加がめだちました,20年間県北の第

-線病院でコツコツと手術をやってまいりましたが今思

うに寒気のするような無敗屯経験 しています. しかし,

なんとか無事にすんできたこと,一件の訴訟番件にも遭

遇 していないことなど運 もよかったんでしょうが,武藤

教授予苦闘助教授を始め多くの講究輩及び外科教室の皆

様殿おかげと感謝 しています.
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